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· 出席者は記録者が印を付ける。

＜全体連絡＞
・新型コロナウィルスに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒・まずは内科かかりつけ医に相談し指示に従う。内科かかりつけ医がない場合は青南病院に相談し、指示に従う。4日以上解熱しない場合は八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＊不要・不急の外出、特に県外へは外出しない。
＊マスクの着用を徹底するように。マスクの在庫がない為通所利用者様分を作ることも検討中。

＜看護管理会議からの連絡＞
・マスク手当がスタッフ一人当たり3000円支給になります。
・外来・通所・訪問看護・薬局のカンファの際に各病棟の退院支援者情報を頂き、デイケアの利用について検討していく。
＜書類等の作成・及び点検について＞

『疾患別診療計画書・ラズミー・転倒評価の作成について』

・２人一組で担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成度、電子カルテへの登録が済んでいるか今後確認し期日に間に合わない場合はお互いで協力し期日を守って行う。ラズミー等の評価も同様⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田
・疾患別診療計画書のチェックが済みましたので、不備のある利用者様分は5月末までに書類の整備をするように。通所リハのフォルダーにあります。
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
　4月～6月日誌：デイケア：久保・鳥谷部　
　　　　　　　　　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も
　　　　　　　　　デイナイトケア：藤田・戸賀沢
　4月～6月電カル：各担当：2人ペアで確認　
＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載有無
・通所の各種マニュアルの更新
＜利用者様情報＞
デイケア
・佐々木　理佳様～外来看護師から情報提供あり。現在、三戸にあるアールネクスト（B型就労）で就労しており、本人より「デイケアは八戸だし距離の関係上、アールネクストの方が通所しやすい」と聞かれ今後は週5回就労をしていきたいと発言があったとの事。上記の情報も踏まえ、現在デイケア利用開始予定日よりまだ、利用が無いため今後本人様と利用日や利用頻度について確認し関係各所に情報提供を行っていく。
・中村　与一郎様～グループホーム世話人より情報提供あり。今朝本人の元へ訪問したところ、昨日より落ち着いており、易怒的な様子は見られていないとのこと。だが、主治医への不満は継続して訴えており、他者に執拗に話しかけ、自身で話を切り上げることが難しい状態であるとのこと。昨日、睡眠不足であったことを話しており、今後も睡眠不足が続くのではないかと不安に思っている様子。本日、利用日では無いが来所しており、就労は睡眠不足のため欠席したと話している。来所後も、他利用者様やスタッフへ話し掛け、過去の青仁会祭りの話や、学生時代の話など様々な話題について声高に一方的に話している。また、外来看護師より情報提供あり、田名部Drに主治医変更となりグループホーム世話人、本人へ伝えている。
・寺沢　彩様　～　本日、就労を休み来所している。欠勤した理由を問うと、今朝息子様が排便出来ず時間を要していたことと、それに伴い焦ってしまい、自身が階段より転倒してしまったと話している。階段は数段であり、腰部を擦りむいたとのことだが、歩行は出来ている様子。整形外科を受診する程ではないと話し、来所後は他利用者様と交流しながら過ごしている。昼食前に担当スタッフと今後の利用について話し合いを行っている。本人より「6月から週5回(月～金)就労したいが、デイケアにいては引き続き利用したい」と聞かれる。デイケアスタッフより月一回の受診を欠かさず行うように促し、受診時の利用を提案すると「わかりました」と返答が聞かれる。また、臨時の利用に関しては電話連絡を頂く事とし終話している。
デイナイトケア
・岩城　敏夫様　～青風荘より情報提供あり。昨日、デイナイトケアの通帳払い戻しのサインを頂く際に手と足の震えの訴えがあったが、訴えは過度とはならなかったとの事。本日のデイナイトケアでは、体調確認した際に「ズボン下が濡れて寒い。」と返答あり、部屋の窓を開けたまま洗濯を干した為生乾きであると言う。風邪を引くので、交換を促すが返答せずプログラムに参加している。
・古舘　ヨリ様　～昨日排便-4日目でピコスルファ―ト液10滴服用。夕方の時点で排便なく、青風荘スタッフに伝えている。
　　　　　　　

ショートケア
・特記無し

